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《 北米産大豆 》 

１８／１９年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省がこのほどまとめた、１８／１９年度の世界大豆生産・需給予測によれば、生産

量は米国が大幅に増加したことで前回比２.１％増の３億６，７１０万トンとなりました。 

生産量の大幅な増加に加え、需要量も減少したことにより、期末在庫量は前回比７.８％増

の 1億５９４万トンと大幅な上方修正となり、1億トンの大台を突破しました。 

 また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、先月から単収が大きく増加したこ

とで前回比７.５％増１億２，４８１万トンとなりました。 

国内での搾油量・輸出量共に前回から増加したものの、小幅の上方修正にとどまったため在

庫率が前回比４.７％増の１８.４％と大幅に増加しています。 

 

 

１８/１９年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億６，７１０万ｔ （対前年比     ９.０％増） 

消 費 量 ３億５，３６４万ｔ （対前年比     ４.８％増） 

期末在庫量 １億５９４万ｔ   （対前年比    １０.８％増） 

期末在庫率 ３０.０％      （対前年度差 １.６ポイント増） 

１８/１９年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億２,４８１万ｔ （対前年比     ４.４％増） 

消 費 量 ５，９７６万ｔ   （対前年比     ０.９％増） 

輸 出 量 ５，６０６万ｔ   （対前年比     ２.４％減） 

期末在庫量 ２，１３５万ｔ   （対前年比    ８２.６％増） 

期末在庫率 １８.４％     （対前年度差 ８.４ポイント増） 

 

 

 

〇米国大豆開花率、着サヤ率ともに例年より早い進捗。作柄も前年を上回る 

 米農務省が１３日に発表した、８月１２日現在の米国大豆開花率は、主要１８州平均で 

９６％（前週９２％、前年９３％、平年９２％）と、前年比で３ポイント早い進捗となってい

ます。 

 また、同日現在の米国大豆着サヤ率は、８４％（前週７５％、前年７７％、平年７２％）と、

平年比で１２ポイント早い進捗となっています。 

同じく同日現在の米国大豆作柄概況は、主要１８州平均で普通２４％（前週２３％、前年 

２９％）、良好５０％（前週５１％、前年４９％）、優良１６％（前週１６％、前年１０％）

と、良・優合わせて６６％と前年を上回って推移しています。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２９年産国産大豆入札情報 

 このほど日本特産農産物協会は平成２９年産大豆最後となる７月の入札結果を発表しまし

た。 

それによると、上場数量４，５４４トンで、落札数量が２，１８８トン、落札率は４８％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／８，０９９円となり、前月から６０ｋｇ

／６４円の値上がりとなりました。 

 普通大豆の銘柄別では、福岡県産フクユタカ大粒は約１７０円値上がりし全量落札。最も上

場数量が多い北海道とよまさりが前月から約６０円値上がりし、落札率も６３％と、３０ポイ

ント以上上昇しました。東北銘柄でも秋田県産リュウホウ大粒は、約１，０００円値上がりし、

３か月連続の全量落札となりました。 

２９年産大豆最後の入札ということや全国的な猛暑、大雨などの影響で一部地域で生育不良

の可能性が生じていることから先月と比べ大豆の確保に動く様子が見受けられました。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １８年  ２月   ９，８７７ｔ   ２，５８５ｔ     ２６％ 

  １８年  ３月   ９，１８８ｔ   ２，５１２ｔ     ２７％ 

１８年  ４月   ９，３８４ｔ   ２，９００ｔ     ３１％ 

  １８年  ５月   ８，３８３ｔ   ２，５７３ｔ     ３１％ 

  １８年  ６月   ５，５５４ｔ   １，８８４ｔ     ３４％ 

  １８年  ７月   ４，５４４ｔ   ２，１８８ｔ     ４８％ 

                                                 

    合 計   ５９，１１０ｔ  １８，３０５ｔ     ３１％ 

 

《 トピックス 》 

〇中国、１５年ぶりの大豆輸入前年割れ、対米制裁が影響 

 中国農業農村部はこのほど２０１８年産大豆の輸入量が前年を下回る見通しを発表しまし

た。７月から、米国産大豆に追加関税２５％を課したことが影響したとみられます。輸入量の

前年割れは１５年ぶり。 

 農水省に当たる同部によると、１８年産の輸入量は前年比２・２％減の９３８５万トン。米

国産に追加関税を２５％課する影響を受け、南米産が増えましたが、米国産の穴を埋めること

ができず、０３年から増え続けてきた輸入量は１５年ぶりに下落に転じました。半面、中国国

内産の生産量は前年比５・６％増の１５３７万トンを見込んでいます。 

 しかしながら中国国内産の引き合いも強くなっており、日本への影響も懸念されます。 

現在、米中の貿易戦争が国際相場を左右しており、今後の動向に注目です。 


